
浮遊粒子状物質の発生源別影響割合推定手法について
—元素分析に基づく新しい推定手法ー一

総合技術研究所

＜憂旨＞ 浮遊粒子状物質の構成元素が発生源ごとに特徴的である こ と を利用した発生源別影響割合の
推定手法がいくつか提案されている。これらの手法は今後の環境モニクリング に活用されていく機運に
あり，当社ではフィ ー ルドでの実測 デ ー ク の解析に適用して，火力排煙の影響が小さいという結果を得
た。ここでは内外の研究動向，ならびに当社の解析事例を紹介する。

1 発生濠別影響割合推定手法について

大気中浮遊粒子状物質の発生源別影響割合推定
に関する研究は十数年前から行われており，これ
までにいくつかの手法が提案されている。これら
の手法を分類すると第1図のようになる。
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第1図 発生濠別影響割合推定手法の分類

(1) 拡散モデル
一般的にはトレ ーサ手法と呼ばれ，特定発生源

にトレ ー サ物質を注入して，その拡散状況から当
該発生源の影響割合を算出する。この手法の場合，
トレ ー サ物質の選定，注入に注意を要するほか，
トレ ー サを注入した特定の発生源の影響割合しか

求めることができないという制約がある。
(2) 元素分析に基づく解析モデJレ
トレーサを用いず，大気中浮遊粒子状物質の組

成分析デ ー クと発生源ばいじんの組成分析デーク
から，各発生源の影響割合を算出するものである。
この手法には， 化学元素平衡法(Chemical
element balance, 以下CEB法と称す）， 因
子分析法 (Factor analysis)， 濃縮係数法
(Enrichment factor)， などがあるが，複数
の発生源について，ある程度定量的な影響割合の

算出ができる点で，当社ではCEB法が最も優れ
ていると判断した。

2 CEB法の原理と特微

(1) CE B 法の原理
ある地域の浮遊粒子状物質中の元素iの量は次

式で表わされる。
cj ＝ 4m；功；

（
G:浮三粒子状物質中の元素iの量 (µg/mり
m;：特定発生源jからの寄与濃度 (µg/m a

)

却：特定発生源j中の元素iの含有率 ］ 

上式からCiとX;jが既知であれば， い く つかの
元素を選んで連立方程式を立て，これを解くこと
によってm;を求めることができる。

この手法は十数年前に米国で提案されたもので
あるが，近年ではわが国においても発生源別影響
割合推定手法として評価される機運にある。

(2) CE B法の特徴
CEB法には，①特定の発生源だけでなく，複

数の発生源の影響割合について定量的表現を行う
ことが可能である，®トレーサ物質を発生源に注
入する必要がないなどの利点がある。

一方，この手法の問題点として，①各発生源の
元素組成（初の値）には幅があ る ので，計算結
果はある程度の誤差を含んだ推測にとどまる，®
大気中でガス状物質から粒子に転換するようなニ
次粒子の影響については，直接的に定量的な評価
を行うことがでぎないなどがある。

3 浮遊粒子状物質の分析デー タヘの遍用例

当社管内のある地域で，55年 3 月にサンプリン
グした浮遊粒子状物質の分析結果にCEB法を適
用して発生源別影響割合の推定を行った結果を第
2図に示す。今回の解析では，主要 発 生 源 と し
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